
会報委員会
上野委員長

ＩＴ資料委員会
小泉委員長

雑誌委員会
米川委員長

青少年奉仕委員会
桑名委員長

国際奉仕委員会
二川委員長

ロータリー財団 ポール・ハリス・ソサエ
ティー会員数第３位、米山記念奨学 高額
寄付達成クラブ（６千万円）

篠原会長の点鐘 米山功労者感謝状伝達
粂田会員

雑誌の時間
米川雑誌委員長

幹事報告
石井幹事

在籍40年以上会員及び長寿会員（85歳以上）
長谷川会員、本日欠席の久保田（啓）会員も在籍
40年以上会員です。おめでとうございます　

出席委員会
川﨑（英）委員長

親睦活動委員会
人見委員長

会場運営委員会
大森委員

プログラム委員会
平山副委員長

広報委員会
綿引アドバイザー

会員組織委員会
粂田委員長

会員選考委員会
笹館副委員長

会員増強委員会
岡村委員長

ロータリー情報委員会
小路副委員長

クラブ管理運営委員会
石川委員長

幹幹 事事 報報 告告

出席報告 会 員 数 出 席 数 欠 席 数 本日出席率

国際ロータリー第2820地区　水戸南ロータリークラブ

◆RI加盟承認　1973年（昭和48年）６月７日
◆チャーターナイト　1974年（昭和49年）２月10日

■例会場　水戸プラザホテル  TEL.029-305-8111
■事務所　常陽銀行本店  TEL.029-225-4820
■ＵＲＬ　http://www.mito-m-rc.com

クラブ会報委員会／委員長：上野義哉　副委員長：及川　譲　アドバイザー：松本隆史　委員：皆川雄作

●会　長　篠原　　勉　会長エレクト　粂田　信行
●幹　事　石井　浩一　副会長　　　　石川　啓司
　　　　　　　　　　　副幹事　　　　及川　　譲

水戸南
　ロータリークラブ

Weekly Report
Rotary Club of Mito-Minami

地区スローガン：地球の未来を想い、地域社会に貢献しましょう　 クラブ会長方針：ロータリーを楽しもう

RIテーマ：奉仕しよう
みんなの人生を豊かにするために

週 報

清算金のある会員の方は事務局に申し出て清算処理
をお願い致します。
＊６月は決算月となりますのでお早めにお願い致します。

フィリピン中古消防自動車贈呈プロジェクトの現地
贈呈式が開催されます。
日　時：６月30日㈭
場　所：フィリピン マニラ市
参加者：二川隆司国際奉仕委員長、鈴木憲一会員、
　　　　石川啓司会員

６月11日㈯ RLI（ロータリー・リーダーシップ研
究会）研修会が開催されました。
出席者（敬称略）　　　　　　　　　　　　 （２名）
　宇留野秀一、石井浩一

６月８日㈬ 第３分区新旧会長幹事会が開催されました。
出席者（敬称略）　　　　　　　　　　　　 （４名）
　篠原　勉、石井浩一、粂田信行、及川　譲

６月10日㈮ 次年度各委員会情報集会が開催されました。
出席者（敬称略）　　　　　　　　　　　　 （６名）
〈ロータリー財団、米山記念奨学、ニコニコBOX、会員増強委員会合同〉
粂田信行、及川　譲、小泉正史、山下真悟、
長岡秀典、高梨博行

おひさま食堂が開催されます。
日　時：６月25日㈯

調理をお手伝いくださる方は9:00～
受付や配布をお手伝いくださる方は11:00～

場　所：双葉台市民センター
水戸市双葉台2-1-5　TEL.251-3991

次回例会日程
〈会長・幹事慰労会〉
日　時：６月24日㈮　18:30～　※夜例会となります。
場　所：水戸プラザホテル　
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ロータリー親睦活動月間

 1. 点鐘・開会 
 2. ロータリーソング〈我等の生業〉※ご静聴ください
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. ロータリーの時間 篠原　勉会長
 5. 新会員入会式 浅野佑介さん
 6. ベネファクター認証状及び襟ピン伝達

 石井浩一会員
 7. 大木清実第３分区ガバナー補佐ご挨拶並びに

宮内博夫次年度第３分区ガバナー補佐ご紹介
 8. 会　食
 9. 会務報告（出席状況報告　ニコニコＢＯＸ　

ロータリー財団　米山記念奨学　その他）
10. 幹事報告
11. クラブ協議会「委員会実績報告Ⅱ」

職業分類、奉仕プロジェクト、職業奉仕、
社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕、
姉妹・友好クラブ交流、ロータリー財団、
米山記念奨学、ニコニコBOX、会計

12. ロータリーソング
13. 点鐘・閉会

６月第３例会プログラム
2022年６月17日（金）

前週訂正出席率78.21％
（　）は、Zoom79名 50＋（3）名 26名 69.74％６月第２例会（６月10日）

出席状況

篠原　勉会員……

松本隆史会員……
米田英雄会員……

小川啓子会員……

原口一吉会員……
中川勝義会員……
石川啓司会員……

野口英壽会員……

各委員長の皆様、実績報告を宜しくお願い致しま
す。また、一年間お世話になりました。
創立50周年記念式典に協力いたします。
長谷川会員、久保田（啓）会員、地区大会表彰おめ
でとうございます。
長谷川会員、久保田（啓）会員、地区大会表彰おめ
でとうございます。これからもご指導宜しくお願
い致します。
こんにちは！！
皆様、コロナ禍に負けずに頑張りましょう。
６月29日㈬から、マニラへ中古消防自動車の贈
呈式のあるガバナー就任式へ、鈴木（憲）パスト会
長と二川国際奉仕委員長と一緒に行って参ります。
長谷川会員、久保田（啓）会員、地区大会表彰おめ
でとうございます。

■ニコニコBOX（６月10日（金）扱）

この計　　　８件　　　23,000円
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６月第２例会　６月10日（金）

クラブ協議会「委員会実績報告Ⅰ」

地区大会表彰



職業分類委員会
委員長　川﨑　紀子

・総務省統計局日本標準産業分類に基づき職業分類を実行し
ました。
・新会員の入会にともない、新しい職業分類、エステティッ
ク業、電気通信工事業、ヨガ関連を開放しました。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　志村　　保

　去年に続くコロナ禍の中、職業奉仕、社会奉仕、青少年奉
仕、国際奉仕、姉妹・友好クラブ交流の各委員会は、当初予
定していた計画通りの活動をすることが十分にできたとは言
えない１年になってしまいました。
　しかし、各委員会とも諸般の事情が許す範囲において活動
していただいたと考えております。
　次の年度は、このような状況を脱して本来の活動ができる
ことを祈っております。

職業奉仕委員会
委員長　軍司　由佳

①「四つのテスト」を例会場に掲示しました。
②今年度はコロナ禍により、オンライン化になり、職場を訪
問することも難しい現実を迎えていたため、時期をみて、
例会場でもある水戸プラザホテルにて、会員企業の職業を
通じた地域社会への奉仕活動と会員や会員ご家族とのコ
ミュニケーションの場として「癒しフェア」を実施し「奉
仕の理想」を実践しました。
③職業奉仕月間の１月には、９月に行われた地区職業奉仕セ
ミナーより「職業奉仕とは」の卓話を行いました。
④地区職業奉仕セミナーは年２回実施され、参加致しまし
た。
⑤５月27日に「下入野健康増進センター」にて職場訪問を
実施させていただきました。

社会奉仕委員会
委員長　根本　直哉

・地区全体での奉仕活動である「茨城海岸美化プロジェク
ト」に参加し、大洗海岸での清掃活動を行いました。

・今年水戸市に新しくできた、「下入野健康増進センター」
へ地区補助金を使い、デジタルサイネージを寄贈しまし
た。後日、職場訪問を行いました。

・クラブの継続事業である「おひさま食堂」を、会員、ボラ
ンティアの方々と行い、また派生事業である「子ども元気
プロジェクト」を行いました。回を重ねるごとに、食料品
の他にも衣料品等も配布することができました。茨城新聞
の取材や茨城大学の学生さんにも取材を受け、クラブの広
報活動にも繋がったと思います。

青少年奉仕委員会
委員長　桑名　武之

　第19回水戸南RC杯ミニバスケットボール大会につきま
して、コロナ禍において２度に渡る開催延期を乗り越え、５
月５日に無事開催することができました。ゲストにプロバス
ケットリーグ、茨城ロボッツの中村功平選手を迎え、激励の
挨拶を頂き、子供達も深く記憶に残る大会となったことで
しょう。
　今大会の優勝チームは、女子が水戸笠原レッドサンダー
ス、男子は河和田ブレイブスとなりました。

国際奉仕委員会
委員長　二川　隆司

⑴中古消防自動車贈呈プロジェクトの実施
　水戸市消防局が管理する市消防団より、耐用年数超過の消
防車２台を整備しフィリピンへ送る。
・令和３年７月に国際奉仕研究会にて、この指とまれ事
業、フィリピンへ中古消防自動車贈呈プロジェクト協力
へのプレゼンテーションを行いました。

・令和３年11月に中古消防自動車の整備が完了し、保管
庫へ移動し、輸出手続きを経て翌月フィリピンへ無事に
到着しました。

・令和３年12月に地区国際奉仕セミナーにて、中古消防
自動車贈呈プロジェクトに対して14クラブから20万円
の賛助金をいただきました。

⑵この指とまれ事業に対して、地区７クラブのプロジェクト
に賛助金として支援を行いました。

姉妹・友好クラブ交流委員会
委員長　佐藤　昌樹

　コロナ禍が続いており、直接訪問が困難な状況ではありま
すが、この状況になって以来、各姉妹・友好クラブとコンタ
クトを取っておりません。
　本年度につきましては、各姉妹・友好クラブに、E-mail
でコンタクトをとらせていただき、親交・友情を維持する活
動といたしました。

ロータリー財団委員会
委員長　宇留野秀一

・今期寄付状況は、年次基金11,500ドル（目標対比
111％）、ポリオ1,774ドル、ベネファクター1,000ド
ル、合計14,274ドルの寄付を頂きました。

・１人当たりの年次基金寄付額は144.13ドルで目標の130
ドルを達成しましたが、前年度及び地区の平均（いずれも
151ドル）を下回っております。

・７月の地区社会奉仕・ロータリー財団合同研究会に参加し
（Zoom）、クラブ内に情報をお伝えしました。

・地区海岸美化プロジェクトの参加を呼びかけ、世界のロー
タリアンを巻き込んだ事業の成功に貢献しました。

・11月のロータリー財団月間には黒木地区グローバル補助
金担当委員をお招きして卓話をしていただき、会員の財団
への理解を深めました。また、寄付受付に財団補助金事業
のポスターを掲示し、会員の意識喚起を行いました。

・1－3奉仕研究会の勉強会を通じて、ロータリー財団の役
割と意義について、会員の理解を深めました。

・地区補助金事業の成果である下入野健康増進センターのデ
ジタルサイネージ寄贈事業の意義を共有すべく、アナウン
スしました。

 その他会務報告の際に、ロータリー財団の活動情報をお伝
えしました。

米山記念奨学委員会
委員長　金原　和美

寄付目標　　　1,975,000円
寄付実績　　　1,387,500円（５月20日時点）
達成率　　　　　　 70.25％
　今年度、コロナ禍で例会休会が続き、目標達成には遠く及
ばず、大変申し訳ございませんでした。
　そんな中でも、グェン，ゴック アンさんには、卓話、筑波
山美化活動、日本文化体験研修、茨城海岸美化プロジェクト
等の活動に積極的にご参加をいただいたことは良かった点で
した。

ニコニコBOX委員会
委員長　鈴木由紀子

⑴例会寄付金総額（６月10日現在）420件　1,401,000円
⑵今年度会費より　　　　　　　　　　　　　 800,000円
　コロナ禍で、休会が続きリモートでの出席も多く、目標金
額達成は難しかと思われましたが、会員の皆様のご支援によ
り目標金額を達成することができました。
　ご献金いただけました皆様には心より感謝申し上げます。

会計委員会
委員長　鏡渕　　洋

・クラブ会計の健全な運営を図り、予算・決算の厳正な会計
処理を実施してまいりました。

・引き続き、適正な会計処理に努め、クラブが円滑に運営で
きるよう努めてまいります。
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職業分類委員会
委員長　川﨑　紀子

・総務省統計局日本標準産業分類に基づき職業分類を実行し
ました。
・新会員の入会にともない、新しい職業分類、エステティッ
ク業、電気通信工事業、ヨガ関連を開放しました。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　志村　　保

　去年に続くコロナ禍の中、職業奉仕、社会奉仕、青少年奉
仕、国際奉仕、姉妹・友好クラブ交流の各委員会は、当初予
定していた計画通りの活動をすることが十分にできたとは言
えない１年になってしまいました。
　しかし、各委員会とも諸般の事情が許す範囲において活動
していただいたと考えております。
　次の年度は、このような状況を脱して本来の活動ができる
ことを祈っております。

職業奉仕委員会
委員長　軍司　由佳

①「四つのテスト」を例会場に掲示しました。
②今年度はコロナ禍により、オンライン化になり、職場を訪
問することも難しい現実を迎えていたため、時期をみて、
例会場でもある水戸プラザホテルにて、会員企業の職業を
通じた地域社会への奉仕活動と会員や会員ご家族とのコ
ミュニケーションの場として「癒しフェア」を実施し「奉
仕の理想」を実践しました。
③職業奉仕月間の１月には、９月に行われた地区職業奉仕セ
ミナーより「職業奉仕とは」の卓話を行いました。
④地区職業奉仕セミナーは年２回実施され、参加致しまし
た。
⑤５月27日に「下入野健康増進センター」にて職場訪問を
実施させていただきました。

社会奉仕委員会
委員長　根本　直哉

・地区全体での奉仕活動である「茨城海岸美化プロジェク
ト」に参加し、大洗海岸での清掃活動を行いました。

・今年水戸市に新しくできた、「下入野健康増進センター」
へ地区補助金を使い、デジタルサイネージを寄贈しまし
た。後日、職場訪問を行いました。

・クラブの継続事業である「おひさま食堂」を、会員、ボラ
ンティアの方々と行い、また派生事業である「子ども元気
プロジェクト」を行いました。回を重ねるごとに、食料品
の他にも衣料品等も配布することができました。茨城新聞
の取材や茨城大学の学生さんにも取材を受け、クラブの広
報活動にも繋がったと思います。

青少年奉仕委員会
委員長　桑名　武之

　第19回水戸南RC杯ミニバスケットボール大会につきま
して、コロナ禍において２度に渡る開催延期を乗り越え、５
月５日に無事開催することができました。ゲストにプロバス
ケットリーグ、茨城ロボッツの中村功平選手を迎え、激励の
挨拶を頂き、子供達も深く記憶に残る大会となったことで
しょう。
　今大会の優勝チームは、女子が水戸笠原レッドサンダー
ス、男子は河和田ブレイブスとなりました。

国際奉仕委員会
委員長　二川　隆司

⑴中古消防自動車贈呈プロジェクトの実施
　水戸市消防局が管理する市消防団より、耐用年数超過の消
防車２台を整備しフィリピンへ送る。
・令和３年７月に国際奉仕研究会にて、この指とまれ事
業、フィリピンへ中古消防自動車贈呈プロジェクト協力
へのプレゼンテーションを行いました。

・令和３年11月に中古消防自動車の整備が完了し、保管
庫へ移動し、輸出手続きを経て翌月フィリピンへ無事に
到着しました。

・令和３年12月に地区国際奉仕セミナーにて、中古消防
自動車贈呈プロジェクトに対して14クラブから20万円
の賛助金をいただきました。

⑵この指とまれ事業に対して、地区７クラブのプロジェクト
に賛助金として支援を行いました。

姉妹・友好クラブ交流委員会
委員長　佐藤　昌樹

　コロナ禍が続いており、直接訪問が困難な状況ではありま
すが、この状況になって以来、各姉妹・友好クラブとコンタ
クトを取っておりません。
　本年度につきましては、各姉妹・友好クラブに、E-mail
でコンタクトをとらせていただき、親交・友情を維持する活
動といたしました。

ロータリー財団委員会
委員長　宇留野秀一

・今期寄付状況は、年次基金11,500ドル（目標対比
111％）、ポリオ1,774ドル、ベネファクター1,000ド
ル、合計14,274ドルの寄付を頂きました。

・１人当たりの年次基金寄付額は144.13ドルで目標の130
ドルを達成しましたが、前年度及び地区の平均（いずれも
151ドル）を下回っております。

・７月の地区社会奉仕・ロータリー財団合同研究会に参加し
（Zoom）、クラブ内に情報をお伝えしました。

・地区海岸美化プロジェクトの参加を呼びかけ、世界のロー
タリアンを巻き込んだ事業の成功に貢献しました。

・11月のロータリー財団月間には黒木地区グローバル補助
金担当委員をお招きして卓話をしていただき、会員の財団
への理解を深めました。また、寄付受付に財団補助金事業
のポスターを掲示し、会員の意識喚起を行いました。

・1－3奉仕研究会の勉強会を通じて、ロータリー財団の役
割と意義について、会員の理解を深めました。

・地区補助金事業の成果である下入野健康増進センターのデ
ジタルサイネージ寄贈事業の意義を共有すべく、アナウン
スしました。

 その他会務報告の際に、ロータリー財団の活動情報をお伝
えしました。

米山記念奨学委員会
委員長　金原　和美

寄付目標　　　1,975,000円
寄付実績　　　1,387,500円（５月20日時点）
達成率　　　　　　 70.25％
　今年度、コロナ禍で例会休会が続き、目標達成には遠く及
ばず、大変申し訳ございませんでした。
　そんな中でも、グェン，ゴック アンさんには、卓話、筑波
山美化活動、日本文化体験研修、茨城海岸美化プロジェクト
等の活動に積極的にご参加をいただいたことは良かった点で
した。

ニコニコBOX委員会
委員長　鈴木由紀子

⑴例会寄付金総額（６月10日現在）420件　1,401,000円
⑵今年度会費より　　　　　　　　　　　　　 800,000円
　コロナ禍で、休会が続きリモートでの出席も多く、目標金
額達成は難しかと思われましたが、会員の皆様のご支援によ
り目標金額を達成することができました。
　ご献金いただけました皆様には心より感謝申し上げます。

会計委員会
委員長　鏡渕　　洋

・クラブ会計の健全な運営を図り、予算・決算の厳正な会計
処理を実施してまいりました。

・引き続き、適正な会計処理に努め、クラブが円滑に運営で
きるよう努めてまいります。

Ⅱ2021-2022年度　事業実績報告Ⅱ Ⅱ2021-2022年度　事業実績報告Ⅱ
2－Vol.49  No38（第2304） Vol.49  No38（第2304）－３

６月11日㈯・12日㈰ SRG宿泊ゴルフ



職業分類委員会
委員長　川﨑　紀子

・総務省統計局日本標準産業分類に基づき職業分類を実行し
ました。

・新会員の入会にともない、新しい職業分類、エステティッ
ク業、電気通信工事業、ヨガ関連を開放しました。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　志村　　保

　去年に続くコロナ禍の中、職業奉仕、社会奉仕、青少年奉
仕、国際奉仕、姉妹・友好クラブ交流の各委員会は、当初予
定していた計画通りの活動をすることが十分にできたとは言
えない１年になってしまいました。
　しかし、各委員会とも諸般の事情が許す範囲において活動
していただいたと考えております。
　次の年度は、このような状況を脱して本来の活動ができる
ことを祈っております。

職業奉仕委員会
委員長　軍司　由佳

①「四つのテスト」を例会場に掲示しました。
②今年度はコロナ禍により、オンライン化になり、職場を訪
問することも難しい現実を迎えていたため、時期をみて、
例会場でもある水戸プラザホテルにて、会員企業の職業を
通じた地域社会への奉仕活動と会員や会員ご家族とのコ
ミュニケーションの場として「癒しフェア」を実施し「奉
仕の理想」を実践しました。

③職業奉仕月間の１月には、９月に行われた地区職業奉仕セ
ミナーより「職業奉仕とは」の卓話を行いました。

④地区職業奉仕セミナーは年２回実施され、参加致しまし
た。

⑤５月27日に「下入野健康増進センター」にて職場訪問を
実施させていただきました。

社会奉仕委員会
委員長　根本　直哉

・地区全体での奉仕活動である「茨城海岸美化プロジェク
ト」に参加し、大洗海岸での清掃活動を行いました。

・今年水戸市に新しくできた、「下入野健康増進センター」
へ地区補助金を使い、デジタルサイネージを寄贈しまし
た。後日、職場訪問を行いました。

・クラブの継続事業である「おひさま食堂」を、会員、ボラ
ンティアの方々と行い、また派生事業である「子ども元気
プロジェクト」を行いました。回を重ねるごとに、食料品
の他にも衣料品等も配布することができました。茨城新聞
の取材や茨城大学の学生さんにも取材を受け、クラブの広
報活動にも繋がったと思います。

青少年奉仕委員会
委員長　桑名　武之

　第19回水戸南RC杯ミニバスケットボール大会につきま
して、コロナ禍において２度に渡る開催延期を乗り越え、５
月５日に無事開催することができました。ゲストにプロバス
ケットリーグ、茨城ロボッツの中村功平選手を迎え、激励の
挨拶を頂き、子供達も深く記憶に残る大会となったことで
しょう。
　今大会の優勝チームは、女子が水戸笠原レッドサンダー
ス、男子は河和田ブレイブスとなりました。

国際奉仕委員会
委員長　二川　隆司

⑴中古消防自動車贈呈プロジェクトの実施
　水戸市消防局が管理する市消防団より、耐用年数超過の消
防車２台を整備しフィリピンへ送る。
・令和３年７月に国際奉仕研究会にて、この指とまれ事
業、フィリピンへ中古消防自動車贈呈プロジェクト協力
へのプレゼンテーションを行いました。

・令和３年11月に中古消防自動車の整備が完了し、保管
庫へ移動し、輸出手続きを経て翌月フィリピンへ無事に
到着しました。

・令和３年12月に地区国際奉仕セミナーにて、中古消防
自動車贈呈プロジェクトに対して14クラブから20万円
の賛助金をいただきました。

⑵この指とまれ事業に対して、地区７クラブのプロジェクト
に賛助金として支援を行いました。

姉妹・友好クラブ交流委員会
委員長　佐藤　昌樹

　コロナ禍が続いており、直接訪問が困難な状況ではありま
すが、この状況になって以来、各姉妹・友好クラブとコンタ
クトを取っておりません。
　本年度につきましては、各姉妹・友好クラブに、E-mail
でコンタクトをとらせていただき、親交・友情を維持する活
動といたしました。

ロータリー財団委員会
委員長　宇留野秀一

・今期寄付状況は、年次基金11,500ドル（目標対比
111％）、ポリオ1,774ドル、ベネファクター1,000ド
ル、合計14,274ドルの寄付を頂きました。
・１人当たりの年次基金寄付額は144.13ドルで目標の130
ドルを達成しましたが、前年度及び地区の平均（いずれも
151ドル）を下回っております。
・７月の地区社会奉仕・ロータリー財団合同研究会に参加し
（Zoom）、クラブ内に情報をお伝えしました。
・地区海岸美化プロジェクトの参加を呼びかけ、世界のロー
タリアンを巻き込んだ事業の成功に貢献しました。
・11月のロータリー財団月間には黒木地区グローバル補助
金担当委員をお招きして卓話をしていただき、会員の財団
への理解を深めました。また、寄付受付に財団補助金事業
のポスターを掲示し、会員の意識喚起を行いました。
・1－3奉仕研究会の勉強会を通じて、ロータリー財団の役
割と意義について、会員の理解を深めました。
・地区補助金事業の成果である下入野健康増進センターのデ
ジタルサイネージ寄贈事業の意義を共有すべく、アナウン
スしました。
 その他会務報告の際に、ロータリー財団の活動情報をお伝
えしました。

米山記念奨学委員会
委員長　金原　和美

寄付目標　　　1,975,000円
寄付実績　　　1,387,500円（５月20日時点）
達成率　　　　　　 70.25％
　今年度、コロナ禍で例会休会が続き、目標達成には遠く及
ばず、大変申し訳ございませんでした。
　そんな中でも、グェン，ゴック アンさんには、卓話、筑波
山美化活動、日本文化体験研修、茨城海岸美化プロジェクト
等の活動に積極的にご参加をいただいたことは良かった点で
した。

ニコニコBOX委員会
委員長　鈴木由紀子

⑴例会寄付金総額（６月10日現在）420件　1,401,000円
⑵今年度会費より　　　　　　　　　　　　　 800,000円
　コロナ禍で、休会が続きリモートでの出席も多く、目標金
額達成は難しかと思われましたが、会員の皆様のご支援によ
り目標金額を達成することができました。
　ご献金いただけました皆様には心より感謝申し上げます。

会計委員会
委員長　鏡渕　　洋

・クラブ会計の健全な運営を図り、予算・決算の厳正な会計
処理を実施してまいりました。

・引き続き、適正な会計処理に努め、クラブが円滑に運営で
きるよう努めてまいります。
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　次の年度は、このような状況を脱して本来の活動ができる
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職業奉仕委員会
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ンティアの方々と行い、また派生事業である「子ども元気
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　第19回水戸南RC杯ミニバスケットボール大会につきま
して、コロナ禍において２度に渡る開催延期を乗り越え、５
月５日に無事開催することができました。ゲストにプロバス
ケットリーグ、茨城ロボッツの中村功平選手を迎え、激励の
挨拶を頂き、子供達も深く記憶に残る大会となったことで
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　今大会の優勝チームは、女子が水戸笠原レッドサンダー
ス、男子は河和田ブレイブスとなりました。
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⑴例会寄付金総額（６月10日現在）420件　1,401,000円
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　コロナ禍で、休会が続きリモートでの出席も多く、目標金
額達成は難しかと思われましたが、会員の皆様のご支援によ
り目標金額を達成することができました。
　ご献金いただけました皆様には心より感謝申し上げます。
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・クラブ会計の健全な運営を図り、予算・決算の厳正な会計
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会報委員会
上野委員長

ＩＴ資料委員会
小泉委員長

雑誌委員会
米川委員長

青少年奉仕委員会
桑名委員長

国際奉仕委員会
二川委員長

ロータリー財団 ポール・ハリス・ソサエ
ティー会員数第３位、米山記念奨学 高額
寄付達成クラブ（６千万円）

篠原会長の点鐘 米山功労者感謝状伝達
粂田会員

雑誌の時間
米川雑誌委員長

幹事報告
石井幹事

在籍40年以上会員及び長寿会員（85歳以上）
長谷川会員、本日欠席の久保田（啓）会員も在籍
40年以上会員です。おめでとうございます　

出席委員会
川﨑（英）委員長

親睦活動委員会
人見委員長

会場運営委員会
大森委員

プログラム委員会
平山副委員長

広報委員会
綿引アドバイザー

会員組織委員会
粂田委員長

会員選考委員会
笹館副委員長

会員増強委員会
岡村委員長

ロータリー情報委員会
小路副委員長

クラブ管理運営委員会
石川委員長

幹幹 事事 報報 告告

出席報告 会 員 数 出 席 数 欠 席 数 本日出席率

国際ロータリー第2820地区　水戸南ロータリークラブ

◆RI加盟承認　1973年（昭和48年）６月７日
◆チャーターナイト　1974年（昭和49年）２月10日

■例会場　水戸プラザホテル  TEL.029-305-8111
■事務所　常陽銀行本店  TEL.029-225-4820
■ＵＲＬ　http://www.mito-m-rc.com

クラブ会報委員会／委員長：上野義哉　副委員長：及川　譲　アドバイザー：松本隆史　委員：皆川雄作

●会　長　篠原　　勉　会長エレクト　粂田　信行
●幹　事　石井　浩一　副会長　　　　石川　啓司
　　　　　　　　　　　副幹事　　　　及川　　譲

水戸南
　ロータリークラブ

Weekly Report
Rotary Club of Mito-Minami

地区スローガン：地球の未来を想い、地域社会に貢献しましょう　 クラブ会長方針：ロータリーを楽しもう

RIテーマ：奉仕しよう
みんなの人生を豊かにするために

週 報

清算金のある会員の方は事務局に申し出て清算処理
をお願い致します。
＊６月は決算月となりますのでお早めにお願い致します。

フィリピン中古消防自動車贈呈プロジェクトの現地
贈呈式が開催されます。
日　時：６月30日㈭
場　所：フィリピン マニラ市
参加者：二川隆司国際奉仕委員長、鈴木憲一会員、
　　　　石川啓司会員

６月11日㈯ RLI（ロータリー・リーダーシップ研
究会）研修会が開催されました。
出席者（敬称略）　　　　　　　　　　　　 （２名）
　宇留野秀一、石井浩一

６月８日㈬ 第３分区新旧会長幹事会が開催されました。
出席者（敬称略）　　　　　　　　　　　　 （４名）
　篠原　勉、石井浩一、粂田信行、及川　譲

６月10日㈮ 次年度各委員会情報集会が開催されました。
出席者（敬称略）　　　　　　　　　　　　 （６名）
〈ロータリー財団、米山記念奨学、ニコニコBOX、会員増強委員会合同〉
粂田信行、及川　譲、小泉正史、山下真悟、
長岡秀典、高梨博行

おひさま食堂が開催されます。
日　時：６月25日㈯

調理をお手伝いくださる方は9:00～
受付や配布をお手伝いくださる方は11:00～

場　所：双葉台市民センター
水戸市双葉台2-1-5　TEL.251-3991

次回例会日程
〈会長・幹事慰労会〉
日　時：６月24日㈮　18:30～　※夜例会となります。
場　所：水戸プラザホテル　
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ロータリー親睦活動月間

 1. 点鐘・開会 
 2. ロータリーソング〈我等の生業〉※ご静聴ください
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. ロータリーの時間 篠原　勉会長
 5. 新会員入会式 浅野佑介さん
 6. ベネファクター認証状及び襟ピン伝達

 石井浩一会員
 7. 大木清実第３分区ガバナー補佐ご挨拶並びに

宮内博夫次年度第３分区ガバナー補佐ご紹介
 8. 会　食
 9. 会務報告（出席状況報告　ニコニコＢＯＸ　

ロータリー財団　米山記念奨学　その他）
10. 幹事報告
11. クラブ協議会「委員会実績報告Ⅱ」

職業分類、奉仕プロジェクト、職業奉仕、
社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕、
姉妹・友好クラブ交流、ロータリー財団、
米山記念奨学、ニコニコBOX、会計

12. ロータリーソング
13. 点鐘・閉会

６月第３例会プログラム
2022年６月17日（金）

前週訂正出席率78.21％
（　）は、Zoom79名 50＋（3）名 26名 69.74％６月第２例会（６月10日）

出席状況

篠原　勉会員……

松本隆史会員……
米田英雄会員……

小川啓子会員……

原口一吉会員……
中川勝義会員……
石川啓司会員……

野口英壽会員……

各委員長の皆様、実績報告を宜しくお願い致しま
す。また、一年間お世話になりました。
創立50周年記念式典に協力いたします。
長谷川会員、久保田（啓）会員、地区大会表彰おめ
でとうございます。
長谷川会員、久保田（啓）会員、地区大会表彰おめ
でとうございます。これからもご指導宜しくお願
い致します。
こんにちは！！
皆様、コロナ禍に負けずに頑張りましょう。
６月29日㈬から、マニラへ中古消防自動車の贈
呈式のあるガバナー就任式へ、鈴木（憲）パスト会
長と二川国際奉仕委員長と一緒に行って参ります。
長谷川会員、久保田（啓）会員、地区大会表彰おめ
でとうございます。

■ニコニコBOX（６月10日（金）扱）

この計　　　８件　　　23,000円
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６月第２例会　６月10日（金）

クラブ協議会「委員会実績報告Ⅰ」

地区大会表彰


